
はじめに

菊川市長 太田順一

平成17年1月の菊川市誕生以来、第1次菊川市総合計画を着実に進め、その成果をあげてまいりま

した。

この間、人口減少や少子高齢化、地球温暖化の進行、経済のグローバル化、東日本大震災を契

機とした防災意識の高揚、地方分権改革の進展など本市を取り巻く状況は大きく変化しております。

このような社会環境・経済情勢・市民ニーズなどの変化に対応するため、平成17年合併時のまち

づくりの基本理念「共に生きる」「自らを拓く」「未来へ歩む」を継承しつつ、『みどり ときめき たし

かな未来 菊川市』を新たな将来像に掲げ、平成29年度から平成37年度までの第2次菊川市総合計画

をここに策定しました。

先人が築き上げてきた地域の伝統や文化を継承し、本市の強みである贅沢な自然環境と調和し、 

交通アクセスの利便性を活かしたまちづくり、誰もが健康で生活できるまちづくりを進め、市民の皆

さまに満足してもらえるまちであり、選ばれるまちとなるため、実効性のある市の最上位計画として、

新たにまちづくりを市民の皆さまと一緒に進めてまいりましょう。

最後に、本計画の策定にあたり、貴重なご意見やご提言をいただきました市民の皆さまをはじめ、

菊川市総合計画審議会の皆さまや関係機関の皆さまに、心から厚くお礼申し上げるとともに、今後も

市政発展のため格段のご指導・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成29年3月
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